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マイクロ接触圧・温度センサ一体型血流量センサマイクロドップラーセンサ

これまで開発したマイクロマシニング技術を用いた
2つのタイプのMEMS ドップラーセンサ（速度センサ）

SiLD
非球面集積型レンズ

貫通穴電極

レーザダイオードチップ

フォトダイオード（光検出器）チップ

シリコンキャビティ
ミラー
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スペックルパターン挙動
への数学的確率の適用

∫ωP（ω） dω∝流量

絶対速度の検出が可能 装着向きに依存しない

流量に比例速度V = λ ・F���� 
����/2sin (θ)

血流量センサ
として使用
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測定原理
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積率母函数

平均μまわりのＫ次モーメント

ただし、 f(x) は密度関数.

( x -μ) k  f(x) dx
∞

-∞

μ= x f(x) dx
∞

-∞∫

∫

μ は流量の平均値に相当する

密度関数f(x): パワースペクトル
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マイクロレーザ血流量センサの開発の推移

１０ １ ０．１ ０．０１

１０００

１００

１０

MEMS 血流量
センサチップ

研究開発当初の
市販血流量計
有線データ伝送
1800g, 10W 

鶏用マイクロ血流
量センサ
26g, 0.024W

マイクロ接触圧センサ
一体型血流量センサ
無線データ伝送
40g, 0.15W

重
量

(ｇ
)

消費電力(W)

１００００

ヒト用マイクロ
血流量センサ
67g, 0.56W Ｐａｌｍｅｎｓ㈱で

製造・販売
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研究開始時（200１年）における血流量計

A/D変換器

駆動回路

フォト
ダイオード

増幅回路

レンズ

レーザ

皮膚

光ファイバーを使用

数１０ｃｍ
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糖尿病のフットケア
リハビリなど

ストレス、リラックス検知熱中症・脱水症の検知

アニマルウォッチ

運動中の健康医学
スポーツ医学

アルコールセンシング

肩こり、血行センシング

強皮症検知

鶏の足のむくみ（うっ血）
（鳥インフルエンザ）

潰瘍
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足裏のつぼに軽く触れたとき
ブルーツース

パソコン

血流量
センサヘッド

つぼに軽く触れる

東洋医学への応用

自律神経の影響
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安静時

深呼吸

息こらえ

腕上

腕下

身体動作実験 (n=37)

血流波形

センサプローブ：指装着
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ジョッギング 休息
ウオーミング

アップ休息
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ジョッギング

耳たぶで測定
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飲酒

飲酒後
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飲酒後

飲酒前
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)
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酒に弱い被験者

飲酒前と飲酒後10分における上肢挙上試験血流量変化
酒に弱い、強い被験者どちらに対しても脈波振幅が減少

酒に強い被験者
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横臥：Relaxed

座臥：Nervous 

RRIに基づくストレス検知

血流量信号（TPP）と心電（ECG ）の相関関係

RR距離の低周波領域 LF: 0.04–0.15 Hz , RR距離の高周波領域 HF: 0.15–0.40 Hz  

心電計ECG

血
流

量
セ

ン
サ

(T
P
P
)

R R

RRI: RR距離

RRI
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健常鶏の５日間の血流量の日内変化
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鶏用MEMS血流量
センサプローブ
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夜間に血流量が減少

病態異変を検出可能

体動きなどの動きの影響を排除するには、その動きに対応するスペクトル の部分を削除するなど、いくつかの
方法がありますが、最も簡単で手間のかからない方法は、測定された血流の最小値をトレースすることです。こ
れにより、動きの影響を排除することができます。これは、動きが測定値を下げるのではなく、常に上げるためで
す。この方法は、鶏の鳥インフルエンザなどの病的状態を検出する目的で、血流の日内変動を測定するために使用
されてきました。
※本血流量センサの測定原理は身体の部位での反射散乱光のスペクトル分布に基づいている。

※
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遊泳時における血流量測定

牛の受胎率向上のための血流量
測定（ストレスと発情検出）

鳥インフルエンザ検出

足のむくみ（うっ血）

動物への応用
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内科
抹消循環血流、糖尿病患者の抹消循環障害、自律神経障害の検討、
レイノー病感謝の指先血流測定、神経機能検査、内視鏡検査時の胃
粘膜血流測定、動物実験の消火器血流

麻酔科 ペインクリニック時の効果の定量化、術中ショックの早期検知

集中治療部
救急部

熱傷時の血流測定、抹消循環モニター

消化器外科 消化器臓器血流測定（臨床及び実験）、臓器移植時の血流確認

脳神経外科 脳組織血流測定（臨床及び実験）

呼吸器科 気管支粘膜の血流測定

血管外科
バージャー病（閉塞性血栓血管炎）等の診断のための測定（カフと水
銀柱の組み合わせによる指 の収縮期血圧測定）、閉塞性動脈疾患
の皮膚血流測定、ASO（閉塞性動脈硬化症）診断のための測定

形成外科 皮
膚科

皮弁血流測定、皮膚移植における血流モニター、アレルギーPCA反
応の定量化、肌（顔）の血流状態の測定

整形外科 脊髄、神経血流測定、接着指の血流測定

泌尿器科
睾丸血流測定、血流性勃起障害（VED)診断のための測定、腎移植時
の人血流測定

小児科 NICUでの抹消血流モニター、動物実験での新生児脳血流測定

産婦人科 子宮癌血流測定

耳鼻咽喉科 蝸牛、鼻粘膜、皮弁血流測定

放射線科 放射線治療時の組織血流測定

高気圧治療
部

高気圧治療時の組織血流測定

東洋医学科 針灸治療時の効果の定量化

歯科 腔外
科

歯肉、歯髄血流測定、口腔内粘膜血流測定

薬理学 薬物効果の判定（血管拡張、収縮等）

生理学
自律神経機能と抹消血流測定、ストレスによる自律神経系への
影響測定

衛生学 白蝋病、レイノー病等の指先血流測定

法医学 窒息時の組織血流の検討

体育学科
運動整理研究（運動中血流量測定、運動前後における血流量
変化の測定）

家政学科 被服と皮膚血流

製薬会社 薬物（血管拡張剤、血流収縮剤、血流増加物質等）の効果評価

日常健康維
持

血行および血のさらさら度測定、リラックスおよび睡眠（眠気）度
測定

その他
研究開発企業（自動車、電気、繊維、化粧品、建設業等）での環
境生理学的（快適性）の研究、床ずれの測定

医学の分野における血流量測定の寄与（例）
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主な実装

キャビティ構造のセラ
ミック基板

4層構造PCB

上面

底面

レーザチップ, 
フォトダイオードチップ, 
初段アンプ，抵抗，コ
ンデンサなど

光学素子，電気部
品などの実装

Connector base 

電気部品

グランド層

上面

底面

断面

キャビティ構造のセラミッ
ク基板

ガラス封止

封止ガラス

コネクター（ベース）

接触圧センサ無しの
血流量センサ

センサプローブ

電気部品，マイ
クロコネクタ—な
どの実装
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透明突起温度センサ（サーミスター）

レーザ変位センサの原理
を利用した接触圧センサ

多層キャビティ構造
のセラミック基板

10 mm

マイクロコネクタ

4層PCB（printed Circuit Board)

光学系と初段アンプ

接触圧センサの実装

(b)接触圧センサ実装後(a) 接触圧センサ実装前
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ケースに挿入した演算
処理回路とバッテリ

血流量信号、接触圧信号アナログ
信号引き出し線(オプション)

マイコン、ブルーツース
内蔵演算処理回路

接触圧センサ・温度セン
サ一体型血流量センサ

10mm

デンジシールドケースに
挿入したプローブ

電磁シールドフレキシブル
プリントケーブル (FPC)

バッテリ

透明突起

血流量センサプローブ
（接触圧センサ・温度センサ無し）

接触圧センサ・温度センサ一体型マイクロレーザ血流量センサ



トーク Palmens

皮膚温度

血流量

接触圧

時間 時間

同時測定例 １ 同時測定例 ２

同時測定例(1)
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かじかんだ指に対する接触圧、皮膚温度と血流量

時間遅れ
接触温度

血流量

血流量

接触圧

接触温度

時間（秒）

同時測定例(2)
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同時測定例（3）

接触圧と血流量
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微小な接触圧範囲における接触圧と血流量の関係



トーク Palmens運動前, 中, 後の血流量の変化

運動前
最高血圧
132mmHg
最低血圧 75mmHg
平均血圧 94mmHg
脈圧 57mmHg

運動中
最高血圧
160mmHg
最低血圧 93mmHg
平均血圧
115mmHg
脈圧 67mmHg

運動後
最高血圧
150mmHg
最低血圧 95mmHg
平均血圧
113mmHg
脈圧 55mmHg

平均血
圧 平均血

圧

平均血
圧

血
流
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m
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]

接触圧 [mmHg]
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運動前、中、後における一心拍当たりの血流量変化

心拍[/min] 平均血圧[mmHg]

血流量 [ml/min]一心拍当たりの血流量[ml]
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運動前 運動中 運動中

5432被験者１
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